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【課題の概要】 

 ニュートリノは直進性がよく、爆発的天体現象をいち早く捕

まえることができ、他の粒子による観測研究と相補的情報を与

える。南極のアイスコア自体をニュートリノ観測媒体とする、

宇宙ニュートリノ望遠鏡 IceCube プロジェクトでは、ニュート

リノ放出天体の初同定に成功した。本研究では、検出器容量を

８倍拡大することと、光伝播特性による系統誤差の削減により、

感度を５倍以上向上させることを目指している。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 本研究の遂行により、ニュートリノを特異的に多く放出する

天体の同定、高エネルギー宇宙線の加速源やその機構は何かと

いう問いに答えるための基礎データ収集を極めて効率的に実現

することが見込まれる。また、南半球の世界的観測拠点強化に

先導的役割を果たすことが期待される。 

 


